
・反応の確認
大きな声で呼びかけたり、肩をたたいたりしたときに、目的のある仕草や返事が

あれば、「反応あり」と判断します。反応がない場合のほか、反応があるかどうか
迷う又は分からない場合には「心停止の可能性がある」ものとして行動してくださ
い。

・呼吸の確認
呼吸の確認時、「普段どおりの呼吸か」どうか、判断に迷う場合や分からない場

合には心停止とみなして、胸骨圧迫を開始してください。
このとき、心停止でない傷病者に胸骨圧迫を行ったとしても、重大な障害が生じ

ることはないとされているため、ためらわずに行ってください。

・AED電極パッドの名称変更について
従来の成人用パッドが「小学生～大人用パッド」、小児用パッド・モードが「未

就学児用パッド・モード」に名称が変更となりました。しかし、従来の表記のまま、
設置されている箇所も多いため、間違えないように注意してください。

未就学児用パッド・
モード

小学生～大人パッド

未就学児の傷病者 ◎（推奨） 〇（可）

小学生や中学生以上の
傷病者

×（不可） ◎（推奨）

オートショックＡＥＤには、ショック
ボタンが存在せず、心電図解析の結果、
電気ショックが必要な場合は、傷病者か
ら離れるようにアナウンスが流れ、カウ
ントダウンまたはブザーが流れた後、自
動的に電気ショックが実施されます。

知ってますか？オートショックAED

オートショックAEDには、従来のも
のと区別するために、このような
マークがついています。

普段どおりの呼吸かなぁ？
・・・わからない。

ただちに胸骨圧迫！！

反応があるのかなぁ？
・・・わからない。

心停止しているかも！！

・異物除去法
物を喉に詰まらせてしまったとき、傷病者の反応がある場合、救助者は、まず、

背部叩打法を試みて、効果がなければ腹部突き上げ法を実施してください。これ
を傷病者の反応がなくなるか、異物が除去できるまで続けます。

背部叩打法
（背中を叩く）

腹部突き上げ法
（臍の少し上か
らみぞおちに向
かって押し上げ
る）

AEDパッドの種類と
適用される傷病者

ガイドライン2020における主な変更点

JRC蘇生ガイドラインが改訂されたことに伴う変更点をまとめた 資料です。

・119番通報時の通信指令員による指導
119番通報時、通信指令員が電話を通じて心肺蘇生法などの指導をする場合が

あります。電話のスピーカー機能などを活用し、両手を自由に使えるようにす
れば指導を受けながら胸骨圧迫などを行うことができます。
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・新型コロナウイルス感染症流行期の対応
新型コロナウイルスは飛沫（しぶき）、エアロゾル（ウイルスなどを含む微粒子が浮遊した空気）あるいは接触により感染するとされています。口対口人工呼吸だけでなく、胸骨圧迫のみ

でもエアロゾルを発生させる可能性があります。新型コロナウイルス感染症が流行している状況においては、すべての心停止傷病者に感染の疑いがあるものとして救命処置を実施します。

安全の確認・反応をみる １１９番通報とAEDの手配
※非流行期と同様に対応します。

呼吸をみる

胸骨圧迫

傷病者がマスクを着用していれば、外さず胸骨圧迫を実施します。
マスクを着用していなければ、マスクやタオル、衣服などで傷病者
の鼻と口を覆ってから胸骨圧迫を開始します。

※胸骨圧迫の方法は非流行期と同様に
対応します。

人工呼吸
成人の心停止に対しては人工呼吸は行わず、胸骨圧迫
とAEDによる救命処置のみを実施します。ただし、小
児の心停止に対しては、講習を受けて人工呼吸の技術
を身につけていて、人工呼吸を行う意思がある場合に
は、人工呼吸も実施してください。

１．AEDを持ってくる
２．AEDの電源を入れる
３．電極パッドを貼る
４．心電図の解析と電気ショック

救急隊員へ引き継ぎ後の対応

傷病者を救急隊に引き継いだ後は、すぐに石鹸
と流水で手と顔を十分に洗ってください。アル
コールで手を消毒するのも有効です。それまで
は不用意に首から上やほかの物に触れないよう
にします。傷病者に使用したマスクやタオルな
どは、直接触れないようにして廃棄します。

１．傷病者を仰向けにする
２．傷病者の胸やお腹の動きを見る
あまり顔を近づけすぎないように
して呼吸の確認します。

１．助けを呼び、人を集める
２．集まった人の中から指名して119番通報やAED
を持ってくるように依頼する

１．周囲の安全を確認する
まず、自分自身がマスクを正しく着用できているか確認します。
もし、人数に余裕があるなら、通報や救命処置をする人以外は
窓を開けて部屋の換気を行ったり、救急車の誘導をしたりする
などして多人数で密集しないようにしましょう。

２．呼びかける
３．軽く肩をたたいてみる
顔をあまり近づけすぎないよ
うにして傷病者の方をやさし
くたたきながら大声で呼びか
けます。

AEDの使用手順
※非流行期と同様に対応します。

対
象
者

テンポ 位置
押さえ
る手の
形

圧迫の深
さ

成
人

毎分100
～120回

胸の
真ん中
（胸骨
の下半
分）

両手 約５cm

小
児

両手
または
片手 胸の厚さ

の約1/3
乳
児

指２本

ハンカチやマスク等
で口や鼻を覆うこと

大丈夫ですか


